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会場 大阪医療技術学園専門学校 ２階大教室

免疫化学検査部門 定期講習会
専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

学術部 免疫化学検査部門からのお知らせ

日時 平成30年4月12日（木） 　18:30～20:00

参加費 会員500円　非会員1,000円

大臨技免疫化学検査部門委員　髙﨑　匡
E-mail: immunoandchem-osaka@yahoo.co.jp連絡先

4 月に入り新しいスタートを迎えられる方も大勢おら
れるかと思います。
今回は臨床化学検査と免疫血清検査の基礎をテーマに
皆様と勉強していきたいと思います。キャリブレーショ
ンや反応タイムコースの見方、装置・試薬・採血管など
の原理や扱い方についてお話する予定です。皆様のご参
加をお待ちしています。

臨床化学と免疫血清検査の
基礎

生化学検査の基礎について
講 師 : 大臨技免疫化学検査部門委員　髙﨑　匡

免疫血清検査編
講 師 : シスメックス株式会社 西日本 免疫事業推進部

森木 博徳
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（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点

一般検査部門 基礎の基礎講習会 

この講習会は、５月から始まる基礎講座で、一般検査を
学ぶための予備知識を習得することを目的とした講義内容
です。日頃より一般検査に従事している方をはじめ、腎臓
の基礎を学びたい方、国家試験合格を目指して勉強中の学
生の方など、ぜひご参加いただければと思います。
また今回は無料の講習会ですので、技師会への入会を考

えておられる方も大歓迎いたします。ぜひ多くの方のご参
加をお待ちしております。

一般検査の基礎知識
「尿検体の取り扱い方」
講 師 : 国立循環器病研究センター　荒田 紗和

「わかっているようでわかっていないかも？
尿沈渣の標本作成と顕微鏡の取扱方法」

講 師 : 大阪赤十字病院　山田 ゆきの

「腎臓を理解する」
～最低限知っておきたい腎臓の知識～

講 師 : 関西医療大学　上北 宏美
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学術部 一般検査部門からのお知らせ

日時 平成30年4月20日（金）18:30～20:30　

会場 大阪医療技術学園専門学校
２階大教室 参加費 無料

株式会社エスアールエル 関西支店 関西院内事業部　
吉永 治代
E-mail: osaka_ippan@yahoo.co.jp

連絡先

一般検査基礎講習会を５～７月の水曜日に
全６回にわたり開催いたします。
本研修会は一般検査の基礎的内容を中心に

学ぶことを目的としております。
一般検査を始められた方からベテラン技師

まで、幅広く学べる内容を考えております。

第1回 5月16日（水）18:30～「試験紙法」「試験紙法の症例検討」
第2回 5月30日（水）18:30～「血球類」
第3回 6月13日（水）18:30～「上皮細胞類」
第4回 6月27日（水）18:30～「円柱類」・「塩類・結晶類」
第5回 7月11日（水）18:30～「異型細胞類」
第6回 7月25日（水）18:30～「髄液検査法」
※ 会 場 : クレオ大阪中央
※ 日程や会場について変更のある場合があります。
詳しい内容は開催月の大臨技ニュースをご覧ください。

予定



（2）大臨技ニュース

日常検査に沿った
形態の基礎と標準化

初心者を対象とした血液形態セミナー 
血液形態初心者を対象とした「血液形態セミナー・
ジュニアコース」を開催いたしますのでご案内申しあ
げます。
受講希望の方は全文をよく読みお申込みください。

講 師 大阪府臨床検査技師会学術部血液検査部門委員
日 時 平成30年5月26日（土）　14:30～17:00

（受付開始13:45～）
会 場 大阪医療技術学園専門学校
受講費 13,000円 （大阪府技師会会員）

15,000円（他府県技師会会員）
（銀行振込みによる前納、振込み手数料は受講者
負担。講義資料ＣＤ代、障害保険料含む。）

定 員 48名
連絡先 大阪府済生会中津病院 検査技術部　中村 恒仁

〒530-0012 大阪府大阪市北区芝田2-10-39
T E L : 06-6372-0333（内線5601）

申込みはメールで行います（携帯メール不可）。
件名を「形態セミナージュニア」とし、本文に記
入事項を入力し送信してください。記入漏れがあ

る場合は無効とします。入力の際、英数字は半角を使用し
てください。

記入（入力）事項
1 氏名
2 氏名フリガナ
3 所属施設
4 所属施設住所
5 所属施設電話番号・内線
6 血液検査経験年数
7 施設内優先順位（注意事項1-3）参照）
8 技師会会員番号（申請中の方は「申請中」と記入）
9 所属技師会（都道府県名）
10 受講歴（ジュニアコースを受講したことがない方は「0」、
ある方は「1」を記入）

※ 自宅会員の方も必ず所属施設・住所・電話番号を記入して
ください。

注意事項1（申込みに関して）
1）申込者は技師会会員であること。会員でない方は必ず技師会入会手続きをしてください。
2）先着順で受付を行いますが、他府県会員は最大6名までとします。
（ただし、大阪府技師会会員の申込みが42名未満の場合はこの限りではありません）。
3）施設内で複数の方（施設内の自宅会員の方も含めて）が申込みされる場合は、施設内で優先順位を決めて、一人1通のメールを送
信してください（施設内で参加希望の方が1名の場合は「1」と記入）。優先順位が重複、あるいは未記入の場合無効となります。　
設備に制約がありますので、申込多数の場合は各施設1名とさせていただきます。　　

4）各施設１名としても定員を超えている場合は、先着順で初回受講、初心者の方を優先して受講者を決定させていただきます。
5）受講者決定後、メールで返信しますので受講者は期日までに指定口座に受講費をお振込みください。指定口座、振込み期限は
返信メールに記載します。受講費振込み後のキャンセルは返金致しかねますのでご了承ください。

6）期日までに振込みが確認できない場合はキャンセル扱いとし、次の申込者の繰り上げをさせていただきます。この場合、次の方
には電話で連絡させていただきます。
期限後に振り込まれた場合は、振り込み手数料を差し引いた金額を指定口座に振り込み、返金させていただきます。

7）フリーメールの受信拒否設定をされている方は必ず解除しておいてください。
8）受講の可否については4月30日～5月1日の間に返信いたします。
5月2日の時点で返信メールが届いていない場合は連絡先に電話にてご連絡ください。

注意事項2（受講に関して）
1）都合により、日程の変更や講義内容が前後する場合があります。ご容赦ください。
2）日曜日はお弁当等をご持参いただくか、外食も可。

※ご不明な点は、受付期間前に申込み先までメールでお問い合わせください。

（1）5月26日（土） 14:30～17:00（受付開始13:45～）
「血液検査（概論）」、「血液検査担当技師として」の講義と
血液像のテスト

（2）6月1日（金） 18:00～20:30
「血液形態標準化」の講義と鏡検実習

（3）6月8日（金） 18:00～20:30
「顆粒球・リンパ球・単球」の講義と鏡検実習

（4）6月17日（日） 9:30～15:30(12:00～13:00昼休憩)
午 前 :「赤血球・赤芽球の分類」の講義と鏡検実習
午 後 :「血液疾患と生化学検査」の講義と鏡検実習

（5）6月22日（金） 18:00～20:30
「凝固系検査」の講義と鏡検実習

（6）6月29日（金） 18:00～20:30
「遺伝子染色体検査」、「フローサイトメトリー」の講義と
鏡検実習

（7）7月6日（金） 18:00～20:30
「骨髄像の見方」の講義と鏡検実習

（8）7月8日（日） 9:30～15:30(12:00～13:00昼休憩)
午 前 :「急性白血病およびMDS」の講義と鏡検実習
午 後 : 鏡検実習、テーブルディスカッション

スケジュール

申込み
要　領

血液形態セミナージュニアコース事務局
大阪府済生会中津病院 検査技術部　中村 恒仁
E-mail:osaka.ketsueki@gmail.com

申込み先

平成30年4月20日（金）18時～4月25日（水）18時
受付期間外に到着したメールは無効とします。受付期間

日臨技申請事業 血液形態セミナー・ジュニアコース 2018
学術部　血液検査部門からのお知らせ 専門教科

20点
（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数



大臨技ニュース（3）

連絡先会場 あべのメディックス 6階 会議室

日時 平成30年４月14日（土）　14：30～17：00
（受付14:00～） 参加費 会員500円　非会員1,000円（日臨技申請事業のため日臨技会員も会員扱いです） 

吹田市民病院 中央検査部　吉川 慎一
E-mail: shin5150@leto.eonet.ne.jp

今年度も例年通り、「血液形態セミナー・シニアコース」を開催いたします。本セミナー
は末梢血液標本・骨髄標本を用いた症例検討会です。郵送で標本を回覧し、分類結果を期
日までにメールで送信していただき、セミナー当日に分類結果の報告と標本提出施設が症

例解説を行う勉強会となっております。
それに先がけ、ガイダンスを行います。ガイダンスでは正会員の登録、班分け、標本提出施設の決定などを行います。
正会員希望の方は、必ずガイダンスに出席してください。( 技師会会員証を必ず持参してください )。標本提出施設様に症
例の解説（検査データ、診断、治療経過など）を、標本を提出できない施設様に疾患の解説（疫学、疾患の特徴など）を
担当していただきます。セミナー後の標本貸し出し（提出施設様の了承が得られたもの）は正会員のみに限定します。
シニアコースは標本検討会であり講演会ではありませんので技師会会員様のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

新年度がスタートしましたね。皆さんの職場にも新人
が入職されましたでしょうか？
さて、今回はお二人の先生にCML と骨髄腫に関して
検査と診断治療について講演いただきます。
新規採用の若い？技師も誘ってご参加ください。きっ
と血液学に対して興味をもってもらえるいい機会になる
と思いますよ。

日臨技申請事業 血液検査部門 血液形態セミナー・シニアコース

日臨技申請事業 血液検査部門 特別講演会①

学術部　血液検査部門からのお知らせ

学術部　血液検査部門からのお知らせ

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

ガイダンスについて
▶正会員 ／ 25～30施設の代表者で、各施設1名
（標本を各施設に回します）

▶正会員／4,500円（9回）郵送費込み（切手を配布）
ただし他府県会員の方は5,000円
▶オブザーバー ／ 600円（1回につき）
▶非会員（他府県会員の方も含む）／1,000円（1回につき）
　※会費はお釣りがいらいないようご準備ください。

平成30年4月5日（木）　18:30～20:00　

大阪医療技術学園専門学校 2階大教室

1. 大阪府臨床検査技師会会員であること。
2. 血液形態検査に３年以上の経験を有し末梢血液像、
骨髄像が分類できること。

3. 原則として症例発表ができる施設であること。
4. エクセルファイルを添付してメールで送受信できる
環境があること（分類結果報告用）

地方独立行政法人市立吹田市民病院 中央検査部　吉川 慎一
TEL: 06-6387-3311（内線3201）

E-mail: shin5150@leto.eonet.ne.jp

日時 募集
人数

会場

会費

連絡先

参加
資格

shin5150@leto.eonet.ne.jp

年間開催日（症例検討）　時間 :18:30 ～ 20:00

◇ 2018年予定
6月6日（水） 7月5日（木） 8月2日（木） 9月6日（木） 10月4日（木） 11月1日（木） 12月6日（木）

◇ 2019年予定
1月10日（木） 2月7日（木）

○ 開催日は例年第1木曜日ですが6月は会場の都合上水曜日となります。
○ 血液認定技師試験を意識した動画の模擬試験はガイダンス時に要望があれば検討いたします。
○ 分類結果の集計はメールで行います。ガイダンス時までに“集計で使用できるメールアドレス”をご準備ください。
○ 事情により会場、日程を変更する場合があります。変更する場合のみ大阪府臨床検査技師会のホームページに掲示しま
すので、開催日前日には必ず情報の確認をお願いします。

○ ご不明な点は、上記連絡先までお問い合わせください。

内容 症例検討会

「血液疾患を検査から治療まで勉強してみよう！」
CMLの早期発見から診断・治療へ
講 師 : 東海大学 臨床検査技術科 小笠原　篤

検査から考える骨髄腫の診断と治療
講 師 : 大阪府済生会中津病院 血液内科部長  太田 健介
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2018年度最初の生理部門定期講習会は心電図です。生理検査部門 心電図班のリーダーである大阪府済生会中津病院 山崎 
正之先生による『超簡単！山ちゃんの心電図攻略法！～心電図苦手な人、全員集合～』をお送りします。
心電図の基礎から臨床までわかりやすく解説いただき、心電図の判読方法を伝授して頂きます。新入職員の方や異動で生

理検査に配属となった方はもちろんのこと、普段心電図検査に携わっている方もぜひご参加ください。

募集
期間

平成30年4月9日（月）0時～
4月21日（土）24時 まで

例年ご好評いただいております心電図判読講座【初心者・初級・中級】を下記要項にて開催いたします。

参　加
コース

開催
日時

お申込みは、メールでのみ受付します。
必要事項を記載のうえ、件名は「心判申込み」とし、
本文に下記内容を記入し送信してください。

申込み専用アドレス
seiribukai@gmail .com

申込み
要　領

記　載
事　項

①希望コース ②氏名（フリガナも） ③年齢・性別
④心電図経験年数 ⑤過去に受講した心判のコース＆
回数 ⑥所属施設名 ⑦部署名 ⑧連絡先電話番号
⑨施設内優先順位 ⑩連絡先E-mail アドレス
⑪緊急連絡用携帯電話番号 ⑫所属技師会名（都道府
県名、非会員の場合は非会員としてください）
⑬会員番号（申請中の方は「申請中」と記入）。

注意1 注意2

同一施設から複数参加希望される場合は施設内での優先順位をあら
かじめ相談しておいてください。（希望者多数の場合調整します。）
初心者コースは受入れが少ないため、申込み者多数の場合は初級コー
スへ振替えますのでご了承ください。

必ずメールは 1 通 1 名でお願いします。
（同じメールアドレスを使うのは可です）。
携帯メールは返信ができない場合が多いためできるだけご遠慮
ください。電話、郵便等での受付は行いません。

平成30年5月5日（土）午後5時時点で返信が無い場合は問合せ先まで E-mail にてお問合せください。

心電図判読講座
専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

学術部 生理検査部門からのお知らせ

初心者 これから心電図を始める方
（募集人員 40名）
ベ ー シ ッ ク！
電極装着時の注意点や心電図の成り立ち、
さらには緊急を要する心電図を含めた基礎
的な判読法を学習する。

初 級 心電図を始めて約 1年未満の方
（募集人員 70名）
100 本ノック！
多くの症例を判読し、心電図判読能力を養う。

中 級 初級講座終了もしくは同等以上の経験の方
（募集人員 40名）
スキルアップ！
心電図一枚から様々な疾患や病態を推測
したり、他の検査との比較や最新の知見な
どを知る。

第1回 平成30年 5月11日（金） 18:30～20:00
第 2回 平成30年 5月25日（金） 18:30～20:00
第 3回 平成30年 6月15日（金） 18:30～20:00
第 4回 平成30年 6月29日（金） 18:30～20:00
第 5回 平成30年 7月13日（金） 18:30～20:00

連絡先

会場 大阪医療技術学園専門学校
〒530-0044 大阪市北区東天満2-1-30
地下鉄谷町線・堺筋線「南森町駅」、JR 東西線「大阪天満宮駅」下車
アクセスは下記より参照してください
http://www.ocmt.ac.jp/access/index.html

参加費 会員 5,000円、非会員 6,000円　

西宮渡辺心臓・血管センター　川﨑 俊博
E-mail: kawasaki4552@gmail.com

（こちらは申込みメールではございません）

生理検査部門 定期講習会
学術部 生理検査部門からのお知らせ

※満員の際はお断りする場合があります。配布資料につきましてもご用意できない場合がございますのでご了承ください。

心電図 『超簡単！山ちゃんの心電図攻略法！～心電図苦手な人、全員集合～』
講師 大阪府済生会中津病院 検査技術部　山﨑 正之

西宮渡辺心臓・血管センター　川崎 俊博
E-mail: kawasaki4552@gmail.com連絡先

日時 平成30年４月19日（木）　18:30～20:00
（受付開始18:00～）

参加費 会員500円 非会員1,000円

会場 大阪市立大学医学部学舎４階 大講義室

定員
200名 

大阪市立大学
医学部附属病院

あべの
ルシアス

アポロ
ビル

あべのQ’sモール
近鉄阿倍野橋駅

あべのハルカス
近鉄本店

JR天王寺駅
JR阪和線

JR大和路線JR環状線

天王寺駅

天
王
寺
駅地下鉄御堂筋線

地
下
鉄
谷
町
線

医学部学舎 4F

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数
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谷
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筋
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筋
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鉄
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■天満宮

南森町

天満橋

大阪天満宮

◀東梅田 京橋▶

◀淀屋橋 京都▶
京阪電車

JR東西線

地下鉄
③番出口

東興ホテル

堀川小

大阪医療技術
学園専門学校

JR ①番出口

地下鉄堺筋
線

今年度第一回目の定期講習会は兵庫県立尼崎総合医
療センター 感染症内科の松尾裕央先生をお招きし、
「感染症内科医から見た微生物検査室」についてご講演
していただきます。
種々の症例を交えつつ感染症内科医が微生物検査室

に求めること、また、医師と検査技師とが、いかにコ
ミュニケーションをとっていくか等についてお話してい
ただけることと思います。皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数細胞診定期講習会

学術部 病理細胞検査部門からのお知らせ 専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

日時 平成30年4月16日（月）　18:45～20:15
（受付開始18:15～）

内容 細胞診総論・子宮頸部

講師 北野病院 病理診断科　田口 雅子 

日時 平成30年4月23日（月）　18:45～20:15
（受付開始18:15～）

内容 子宮体部・卵巣

講師 関西医科大学附属病院 臨床検査部
岡野 公明

今年度も6回にわたり、細胞診定期講習会を開催いたします。細胞検査士として第一線でご活躍の講師をお迎えし、
細胞診の基本から日常の細胞診業務において役立つ実践的知識まで講義して頂く予定です。

今月は『細胞診総論・子宮頸部』と『子宮体部・卵巣』の２回に分けて行います。細胞検査士を目指しておられる方
から細胞診業務に携わっている方まで、幅広く学べる内容となっております。皆様のご参加をお待ちしております。

第1回 第2回

会場 大阪医療技術学園専門学校
2階大教室 参加費 会員500円非会員1,000円

連絡先 大阪府済生会野江病院 病理診断科　小椋 聖子E-mail: seiko.ogura@noe.saiseikai.or.jp
TEL: 06-6932-0793

 糖尿病療養指導士の資格取得を目指している方、また取得を維持するにはどうしたらいいかお困りの方必見です。
自験例の書き方、取得更新の仕方を楽しく、判りやすくお話します。
後半の講演では、近畿地区の中でも、先駆けて糖尿病患者さんと関わられた先生の経験談を交えながら、療養指導

に対する熱い想いをお話しいただきます。ぜひご参加ください。

組織部 チーム医療部門 糖尿病療養指導部会からのお知らせ

日時 平成30年4月17日（火）　19:00～20:30

会場 大阪医療技術学園専門学校
２階大教室（map: 上記参照） 参加費 500 円（一律）

1. なろう！続けよう！糖尿病療養指導士（CDEJ）！！
講師 : 阪和住吉総合病院 臨床検査部　新本 伸枝

2. 糖尿病療養指導に使える臨床検査技師科が関わる
心理的アプローチ
講師 : 大阪医療技術学園専門学校　田中 久晴

松下記念病院　江後 京子
E-mail: ego.kyoko@jp.panasonic.com  連絡先

糖尿病療養指導部会 定例勉強会多 職 種
公開講座

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

基礎教科
20点

微生物検査部門 定期講習会
専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

学術部 微生物検査部門からのお知らせ

感染症内科医から見た微生物検査室
講師 兵庫県立尼崎総合医療センター 感染症内科　松尾 裕央

大阪市立大学医学部附属病院 感染制御部　仁木　誠
E-mail: niki@med.osaka-cu.ac.jp連絡先

参加費 会員500円　非会員1,000円＊受付時に大臨技会員証を必ず提示してください。
会員証の忘れ及び他府県会員証では、非会員扱いに
なりますのでご注意ください。

日時 平成30年4月26日（木）　18:30～20:00

会場 大阪医療技術学園専門学校 2階大教室
（map: 上記参照）
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目的
日臨技は平成23年度より、標準化されかつ精度が十分に保証されていると評価できる施設に対し、精度保証施設認証

の制度を始めました。この施設認証を取得するためには、日臨技のサーベイに参加していること、都道府県技師会精度
管理調査に参加していることが必須条件となっています。
大阪府ではこの都道府県技師会精度管理調査が大臨技臨床検査データ標準化事業のサーベイに当たります。今年度も

精度管理調査を行い、データ標準化を推進していきます。多くの施設のご参加をお願い申しあげます。

臨床検査データ標準化推進項目
臨床化学（含窒素成分）TP,Alb,T-Bil,UN,Cre,UA （ 電 解 質 ）Na,K,Cl,Ca,IP,Fe

（ 脂 質 ）TC,HDL-C,LDL-C,TG （ 酵 素 ）AST,ALT,LD,ALP, γ GT,CK,AMY,ChE
（ 糖 質 ） Glu, HbA1c

免疫 CRP
血液 RBC,WBC,Hb,Ht,PLT,MCV

参加費用 3,000円
なおウェットケミストリーとドライケミストリーの両測定法での参加施設については 5,000 円とさせていただきます。

精度管理調査実施予定日 平成30年6月4日(月)

参加申込み方法
昨年同様、4月1日より4月30日までに日本臨床衛生検査技師会ホームページ（http://www.jamt.or.jp/）から

臨床検査精度管理調査の都道府県精度管理調査よりＷｅｂ登録をお願いします。
ただし今年度から150施設限定とし先着順となります。予定数を超えた時点で申込みを終了させていただきますので

ご了承ください。
日臨技会員でない施設の方は、JAMTQCのログイン画面の下にある『施設登録の無い方』というメニューから

新規施設の登録申請をしていだく必要があります。日臨技で登録作業を行い、施設番号と施設パスワードが返信さ
れます。この施設番号と施設パスワードにて日臨技HP（日臨技精度管理調査）から申込みください。
連絡先　
　天理医療大学 医療学部　山西 八郎
E-mail: yamaha@tenriyorozu-u.ac.jp

　大阪赤十字病院 臨床検査部 　山本 裕之
E-mail: senpukinoiranaikisetsu@yahoo.co.jp

内容

輸血検査部門 輸血学基礎講座
学術部  輸血検査部門からのお知らせ

輸血基礎講座は、輸血検査に必要な基礎的な内容についての講義を行いま
す。ローテーションや当直で輸血検査に携わることになった方、輸血療法や輸
血検査の基礎的知識を整理したい方、新入職員の方等、多数の会員の皆様の参
加をお待ちしています。参加申込みは不要です。

大阪府済生会中津病院　深田 恵利奈
yuketsu_osaka@yahoo.co.jp問合せ先

1.輸血療法について 4.輸血検査法の原理・基本手技
2.血液製剤について 5.不規則抗体
3.ABO血液型・Rh血液型 6.交差適合試験

専門教科
20点

（会員証をお持ちください）

評価点

◀評価点▶
日臨技生涯教育点数

参加費 会員2,000円非会員4,000円会場 大阪医科大学北キャンパス
看護学部看護学科 講堂

日時 平成30年4月22日（日）　10:00～16:30
（受付開始9:30～）

平成30年度 （第11回） 臨床検査デ－タ標準化事業のご案内
1

2

3

4

5
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1月27日（土）14時
から大 阪 国 際 交 流 セ
ンター小ホールにて、
大 放 技・大 臨 技 合 同
フォーラムが開催され
ました。今回のテーマ
は甲状腺疾患『縁の下
の力持ち「甲状腺」知

られざる役割』とし、当会の増田詩織常務理事、放射線
技師会からは小島和也技師、また甲状腺の治療や診断
などについては、隈病院 内科副科長の西原永潤先生を
お招きして府民にも分かるように講演していただきまし
た。参加者数も技師145名・一般29名 計174名と大成
功に終えることが出来ました。甲状腺の治療・診断には
以前から興味がありました。治療前と治療後の経過観
察のデータはどのよう見ればよいのか？など、基礎的な

内容から最新の治療まで多岐にわたる内容で、大変私
自身勉強になりました。

来年度は当会主催の合同フォーラムを開催する予定に
なっております。企画から運営に携わり、本年に勝る内
容を提供できるよう尽力したいと考えております。

渉外部　山本 裕之（大阪赤十字病院）

平成29年度大放技・大臨技合同フォーラム
『縁の下の力持ち「甲状腺」知られざる役割』に参加して
平成29年度大放技・大臨技合同フォーラム平成29年度大放技・大臨技合同フォーラムReport

平成29年度 会長賞Award

臨床検査教育機関である学校に対して、学業と技師会
活動に功績のあった学生に卒業式にて「大臨技会長賞」
（表彰盾）が贈られました。

（カッコ内は授与日 敬称略）
日本医療学院専門学校 臨床検査技師学科　　
西　 千夏  (平成30年3月6日)

関西医療大学 保健医療学部 臨床検査学科
田外 大輝 （平成30年3月9日）

大阪行岡医療専門学校長柄校 臨床検査科　
藤岡 梨香  (平成30年3月10日)

大阪医療技術学園専門学校 臨床検査技師科　　
今井 伸弥 (平成30年3月12日)

あなたは学力優秀品行方正にて他の学生の模範として
学校長から推薦されました
ならびに当会の活動に顕著な功績がありました
よって卒業にあたりその栄誉を讃えるとともに
臨床検査技師として今後さらなる活躍を期待して
ここに表彰いたします

あなたは学力優秀品行方正にて他の学生の模範として
学校長から推薦されました
ならびに当会の活動に顕著な功績がありました
よって卒業にあたりその栄誉を讃えるとともに
臨床検査技師として今後さらなる活躍を期待して
ここに表彰いたします

公益社団法人　大阪府臨床検査技師会　会長賞

日本医療学院専門学校
臨床検査技師学科

平成30年3月6日
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
会長 竹浦 久司

西　千夏 殿

公益社団法人　大阪府臨床検査技師会　会長賞

大阪医療技術学園専門学校
臨床検査技師科

平成30年3月12日
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
会長 竹浦 久司

今井 伸弥  殿

あなたは学力優秀品行方正にて他の学生の模範として
学校長から推薦されました
ならびに当会の活動に顕著な功績がありました
よって卒業にあたりその栄誉を讃えるとともに
臨床検査技師として今後さらなる活躍を期待して
ここに表彰いたします

公益社団法人　大阪府臨床検査技師会　会長賞

関西医療大学
保健医療学部 臨床検査学科

平成30年3月9日
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
会長 竹浦 久司

田外 大輝 殿

あなたは学力優秀品行方正にて他の学生の模範として
学校長から推薦されました
ならびに当会の活動に顕著な功績がありました
よって卒業にあたりその栄誉を讃えるとともに
臨床検査技師として今後さらなる活躍を期待して
ここに表彰いたします

公益社団法人　大阪府臨床検査技師会　会長賞

大阪行岡医療専門学校長柄校
臨床検査科

平成30年3月10日
公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
会長 竹浦 久司

藤岡 梨香 殿

おめでとうございます！
これからのご活躍を期待しております

行岡医療での授与式
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聴覚に障害のある人の苦労を完全に
分かってあげることはできませんが、
困っていることは何なのか、少しでも理
解しようと努力することが必要である

と思いました。聴覚に障害があることで診察時の指示が
分からなかったり、医師がカルテの方を向きながら説明し
ていることで不安にさせていたり、病院における聴覚障害
者への理解と配慮はまだ足りていないと感じました。

 絵が描かれた指示カードや筆談、手話など、少しの工夫
で聴覚に障害のある人でも安心して病院を利用できる環
境を作る事が可能です。どんな人でも安心して生活するこ
とができる思いやりのある社会になるよう、一人一人がで
きることを行動に移していくことが大切だと思いました。

大阪医療技術学園専門学校 臨床検査技師科１年
権野 圭名子

私は今、医療について学んでいますが、この講演を聴く
まで、耳の聞こえない患者さんが病院に来た時の対応につ
いて考えたことはありませんでした。耳が聞こえない患者
さんは自身の身体状態を伝えたくても出来ず、また、診察
の時に医師から説明を受けても分かりません。手話通訳者

を介すことで会話はできるかもしれませんが、それでは詳
しい事を伝える事ができず、患者さんが医療と向き合うこ
とが出来ず問題だと感じました。医療の言葉は健常者で
も理解する事が難しいため、医療を理解している者が手
話を学んで伝える事
ができれば、患者さ
んにより詳しく対応
できると思います。

手 話 は 難し い も
のだと思っていまし
たが、講演内で紹介
された手話は、日常
に有る物に例えたも
のが多かったので覚
えやすく、楽しく学ぶことができました。中学時代に１度
教わったことがありましたが、その時はあまり関心が持て
ませんでしたが、今は、１人でも多くの患者さんに気持ち
良く診療を受けてもらえるように、手助けができるように
なりたいと思いました。

大阪医療技術学園専門学校 臨床検査技師科１年
龍祐 里花

平成29年度 大臨技 手話講演会平成29年度 大臨技 手話講演会平成29年度 大臨技 手話講演会Report

去る2月17日（土）、京橋駅前広場 周辺にて、平成29年度 第2回献血推進活動をおこないまし
た。寒さのためか午前から午後の途中までは献血受付数が少なく、昨年の実績を下回るのではと
危惧していた矢先に羽生結弦選手の金メダルの報せ、新聞2社の号外配布により人通りが増え、大
臨技 清水 渉外部長による献血協力のアナウンスが冴えわたり、一気に受付数が増えて昨年度実績
を上回る結果となりました。
ほんとうに寒い中呼びかけの協力をいただいた会員・賛助会員・学生の皆様、そして献血協力

いただいた多くの市民の皆様に感謝申しあげます。次回は、8月に献血推進活動をおこないます。
より多くの会員の皆様のご参加をお願いいたします。

渉外部　北川 篤（多根記念眼科病院 医療技術部）

平成29年度 冬季献血推進活動（通算49回）平成29年度 冬季献血推進活動（通算49回）平成29年度 冬季献血推進活動（通算49回）Report

◎ 実施報告
（京橋駅前広場）
＜受付＞ 78名 ＜採血＞ 61名

大阪行岡医療専門学校長柄校　学生参加者（敬称略・順不同）
小西 千尋 加藤 里沙 仲谷 将和 工藤 愛子
田中 克弥 岩佐 直恵 岡崎 優美

小西医療器株式会社　参加者（敬称略・順不同）
横堀 友崇 木村 貴俊 中尾 吉希 香西 正裕

2月17日、羽生選手が金メダルに輝いた日に大臨技主
催の献血推進活動に参加させていただきました。

県外者で短時間の活動であったにもかかわらず温かく
迎え入れてくださった大臨技の皆様、身の上話を交えて
接してくださった府民の皆様に感謝です。北風が吹く寒
い日でしたが、ほっこりした気持ちで帰岡することができ
ました。皆様献血にご協力を！

倉敷中央病院（岡山） 小寺 明美

私たちは、京橋駅前広場でティッシュ配りをしなが
ら献血への呼びかけをしました。中高年の方のほうが
若い方より関心を持ってくださる方が多かったです。
中には、『体重制限はあるのか。』『年齢的にどうな
のか。』と聞かれる方もおられました。

今回参加してみて、献血について知る機会が少ない
ので、実際にはどの様な事をするのか、時間はどのく
らいかかるのか等、不安に思うことが多くそのため気
軽に献血に協力しにくいのではないかと思いました。

献血の内容についてより詳しく日常生活の中で知る
機会があれば、もっと協力してくださる方が増えるの
ではと思います。今回はこのような貴重な経験をさせ
ていただきありがとうございました。

大阪行岡医療専門学校長柄校 臨床検査科1年
岡崎 優美

献血ボランティアに参加して

渉外部では平成30年2月3日（土）に大阪医療技術学園専門学校おいて手話講演会を開催しました。当日
は、学生(76名)を含め120名の参加があり盛況でした。今年も徳永先生をお迎えし、笑いあふれる和やかな
講演会で、病院での色々な場面の手話を学びました。参加された学生さんからの感想文を紹介します。

　　渉外部  川井 和久(大阪府監察医事務所)
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去る2月12日(月・祝)に、大阪府立国際会議場にて、第2回大臨技医学検査学会が開催されました。当日は、府内で積雪
が観測される厳しい天候でしたが、会員272名、賛助会員55名、非会員1名、学生4名、府民31名の合計363名の参加者
にお越しいただき、盛会に終えることができました。関係者一同から感謝申しあげます。
実行委員会は、第1回開催から第2回の準備向けて、約半数が入れ替わり、新しい体制でスタートしました。第1回から

の目標であった大阪の若手技師が活躍できる学会を目指して「Next step from First step～のばせ検査のこころ・技術・
研究～」を、今回のテーマに決めました。第1回と同様に、技師会会員が、より多く学会発表や論文投稿できるようにと教
育セミナーを行い、また検査運用で注意すべき事例をミニ症例として報告する「千本ノック」といった内容を企画しまし
た、また天理よろづ相談所病院の松尾収二先生に監修していただいたRCPCも盛りあがりました。
府民公開講座は、岩手医科大学から諏訪部章先生にご講演いただき、ユーモアあふれる検査説明のご講演をいただきま

した。一般演題は13題の発表がありました。若手技師の発表も多くあり、近畿支部学会・全国学会へのステップアップの
場として、その役割を担うことができたと感じております。
次回の第3回大臨技医学検査学会の開催が決まりました。回を重ねるごとに実行委員会も学会開催のノウハウが蓄積され

てきています。次回はもっと会員の満足度が上がるように、実行委員会一同頑張ってまいります。第3回のテーマや企画に
ついては、大臨技ニュースやHPなどで随時お知らせします。定期的にご確認ください。また秋頃には一般演題を募集いた
します。沢山のご応募をお待ちしております。

第2回 大臨技医学検査学会第2回 大臨技医学検査学会第2回 大臨技医学検査学会Report

会 期 平成30年2月12日（月・祝）

会 場 大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）

テ ー マ Next step from First step
～のばせ検査のこころ・技術・研究～

一般演題数 13題
（微生物3題、微生物・チーム医療4題、生理2題、
検体4題）

特 別 企 画 7企画
（教育セミナー：１、シンポジウム：１、RCPC：１、
府民公開講座：１、カンファレンス：１、
ランチョンセミナー：１）

参 加 者 数 363名

企 業 展 示 10社（書籍販売含む）

アークレイマーケティング株式会社
アボット ジャパン株式会社
アルフレッサファーマ株式会社
株式会社エイアンドティー　関西支社
栄研化学株式会社
オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス株式会社
大塚製薬株式会社
極東製薬工業株式会社
近畿臨床検査薬卸連合会
シーメンスヘルスケア・ダイアグノスティクス株式会社
シスメックス株式会社
積水メディカル株式会社
株式会社タウンズ

株式会社テクノメディカ
デンカ生研株式会社
日科ミクロン株式会社
ニットーボーメディカル株式会社
株式会社バイオテック・ラボ
株式会社日立ハイテクノロジーズ関西支店
フクダ電子近畿販売株式会社
不二化学薬品株式会社
富士レビオ株式会社
ベックマン・コールター株式会社
ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社
和光純薬工業株式会社

賛助企業
（50音順）

開催概要
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公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
平成30年度 事業計画　案

公益社団法人 大阪府臨床検査技師会 会長  竹浦 久司

平成29年度は、5月の総会で理事・監事が承認され、会員の皆様のご支援、ご協力を得ながら役員が一丸
となって全力で取り組んでまいりました。今までの経験を踏まえて活動を推進することができ、公益性のあ
るものを積極的に行いました。昨年度の新たな事業は会員・賛助会員と行政との交流を目的に2018年1月8

日（月・祝）に新年互礼会を開催しました。参加者に会員が少なかったので次回の課題となりました。また、第２回大
臨技医学検査学会を昨年に引き続き開催しました。今回のテーマは「Next step from First step」でサブテーマが～
のばせ検査のこころ・技術・研究～とし、2018年2月12日（月・祝）に大阪府立国際会議場で行い、会員272人、賛
助会員55人、非会員1人、学生4人、府民３１人の参加がありました。目標より少ない参加者ではありましたが、若い
技師に企画・実行していただき、成功裡に終えることができたのも、ひとえに皆様のお陰であると感謝しております。
平成30年度は、組織体制を変更いたします。事務局の「総務部」を「総務庶務部」「広報編集部」に分割、事業

部については、「渉外部」「情報組織部」「地区事業部」を改編、「渉外部」「組織部」とし、「データ標準化委員
会」を「精度管理部」として運営いたします。継続事業として、公益事業としては府民公開講座、チーム医療推進事
業、エイズ予防キャンペーン、がん検診啓発活動、さらに地域に貢献するためのデータ標準化事業を推進します。生
涯教育をはじめ学術部門の各種研修会、臨床検査の説明・相談ができる研修会、日臨技主催の検体採取等に関する厚
生労働省指定講習会を開催します。新年互礼会で行政と関連団体と当会の連携を強化する具体的な事業を取り組んで
参ります。つきましては、平成29年度第11回理事会および平成29年度第12回理事会で承認された平成30年度事業
計画案・予算案をご報告いたします。

総括

■ 事業分類
公１事業（公 1）
府民に対して健康に関係する体験学習、公開講座等を開催し、
府民が健康に関する知識を習得することにより公衆衛生の向上
に寄与する事業
公２事業（公 2）
臨床検査の学術研究及び研修会等を開催することにより
医療技術者の資質向上に寄与する事業
公３事業（公 3）
臨床検査の精度管理・データ標準化を目的とする指導事業
他１事業（他 1）
会員の相互扶助等事業

Ⅰ 基本計画
公益法人としての事業を積極的に進める

1. 府民を対象にした府民の健康増進に寄与する公開講座や
イベント事業の推進（公 1）
府民健康フォーラム、大臨技・大放技合同フォーラム、マタニティ
カーニバル、看護の日、市民健康展、その他の公益事業を行う

2. チーム医療の推進に貢献できる事業の開催（公 2）
栄養サポート、院内感染防止、糖尿病療養指導、その他、多職
種がチームで医療を行う公益事業を行う

3. 臨床検査技師の知識・技術の向上を目指す専門的な研修会の開催
（公2、他1）
新人技師、中堅技師、管理職技師に役に立つ研修や情報の提供
を行い、学術技能の研鑽をする事業を行う

4. 精度保証事業（データ標準化を含む）の推進（公 3）
日臨技とタイアップして大阪府下の検査施設の精度保証事業を
進める

5. 臨床検査技師による臨床検査の説明・相談ができる環境を支援
する　（公 2）

6. 卒前教育と卒後教育の橋渡し的事業（公 2）
教育機関の教員の方々と連携して大臨技教育フォーラム等の
事業を行う

7. 日臨技主催の検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の開催
を支援する（公 2）

Ⅱ 事務局
公益社団法人としての組織運営を維持する

1. 組織運営の充実（他 1、法人管理）
1）定款、諸規程等の管理［総務・庶務部］
2）総会、理事会および各種委員会の開催［総務・庶務部］
3）各種表彰の充実［総務・庶務部］
4）会員への広報の充実［広報編集部］
5）各教育機関との連携［総務・庶務部］

2. 事務体制の強化　（他 1、法人管理）
1）会員管理システムの充実［総務・庶務部］

2）大臨技会員証の管理［総務・庶務部］
3）大臨技登録学生の管理［総務・庶務部］
4）財務管理の充実［会計部］
5）大阪府への各種報告［総務・庶務部］

3. 府民ならびに関連団体との交流の推進
1）府民への情報公開［総務・庶務部］（他 1、法人管理）
2）他団体との情報共有［総務・庶務部］（公 1 ～ 3、法人管理）
3）大阪府地域医療推進協議会への参画［理事会］
（他 1、法人管理）

4）新年互礼会の開催および運営［総務・庶務部］（他 1）

Ⅲ 事業局
平成30年度は例年の事業を継承しさらに発展させていくこと
を目的に組織編成を改変する。部を代わる事業に関しては従来
の部との連携を図りより発展的な事業へと展開していく。そし
て、多くの事業を開催したり、複数の事業部を経験することに
より次世代を担う臨床検査技師の育成にも努力する

1. 学術部
1）公益事業としての部門別研修会・講演会の開催、これらの
事業を円滑に開催するための部会会議を開催（公 1 ～ 3）

2）他の事業部の企画への協力（公 1 ～ 3）
3）他団体（大阪府診療放射線技師会、大阪府薬剤師会、大阪
府栄養士会、大阪府看護協会等）との学術交流活動への協
力（企画への参加、講師 推薦）（公 1）

4）大臨技医学検査学会の開催および運営（公 2）
2. 組織部
1）地域の会員相互の交流強化　（他 1）
会員交流会、施設連絡者会

2）地域オープンセミナーの開催（各地区 1回 /年）　（公 2）
3）新人を対象とした研修会　（他１）
新入会員および未入会者を対象に技師会活動や臨床検査技
師としての理解を深めるための研修会

 4）技師長会　（他 1）
検査室の管理運営に役立つ情報の提供および施設間の連携
をとり、組織の強化につなげる

5）検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会の開催（公2）
6）府下教育機関と共同事業（大臨技教育セミナー）を
開催（公 2）

7) 日臨技事業の地域展開　
 検体採取、職能向上、地域ニューリーダー（他 1）、
認知症研修会（公 2）

8）その他　（公 2）
チーム医療部門との連携により、技師のチーム医療への
参画を支援

（1）糖尿病療養指導部会
① 糖尿病療養指導定例勉強会
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平成30年度 収支予算書 平成30年4月1日から平成31年3月31日まで
（単位 : 円）

科      目 当年度 前年度 増減
Ⅰ 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
（1）経常収益

基本財産運用益  1,000  1,000 0
会費収益  23,100,000  22,700,000 400,000
事業収益  19,517,000  14,910,000 4,607,000
受取補助金等  1,750,000  1,500,000 250,000
雑収益  1,120,000  600,000 520,000

経常収益計  45,488,000  39,711,000 5,777,000
（2）経常費用

事業費
給料手当  5,250,000  4,950,000 300,000
福利厚生費  840,000  742,500 97,500
旅費交通費  2,771,000  3,237,000 △ 466,000
会議費  3,308,500  2,830,501 477,999
通信運搬費  2,335,633  2,603,454 △ 267,821
消耗品費  2,869,164  2,122,000 747,164
印刷製本費  4,923,340  5,870,000 △ 946,660
光熱水費  156,000  150,000 6,000
会場費  6,022,020  5,730,000 292,020
諸謝金  9,912,380  5,530,000 4,382,380
広報費  660,000  413,000 247,000
研修会費  60,000  540,000 △ 480,000
賃借料  2,058,000  1,878,000 180,000
支払負担金  230,000 ─ 230,000
支払手数料  48,500  ─ 48,500
雑費  187,918  538,000 △ 350,082

管理費
給料手当  1,750,000  1,650,000 100,000
福利厚生費  280,000  247,500 32,500
旅費交通費  112,500  45,000 67,500
会議費  622,500  622,500 0
通信運搬費  414,545  414,545 0
消耗品費  700,000  650,000 50,000
印刷製本費  850,000  800,000 50,000
光熱水費  104,000  100,000 4,000
諸謝金  520,000  520,000 0
広報費  57,000  57,000 0
賃借料  1,372,000  1,252,000 120,000
支払手数料  50,000  50,000 0
雑費  270,000  170,000 100,000

　 経常費用計  48,735,000  43,713,000 5,022,000
当期経常増減額 △ 3,247,000 △ 4,002,000 755,000

2. 経常外増減の部
（1）経常外収益  ─  ─  ─ 
（2）経常外費用  ─  ─  ─ 

当期経常外増減額  ─ ─  ─ 
当期一般正味財産増減額 △ 3,247,000 △ 4,002,000 755,000
一般正味財産期首残高  25,500,110  29,502,110 △ 4,002,000
一般正味財産期末残高  22,253,110  25,500,110 △ 3,247,000

Ⅱ 指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額  ─  ─  ─ 
指定正味財産期首残高  ─  ─  ─ 
指定正味財産期末残高  ─  ─  ─ 

Ⅲ 正味財産期末残高  22,253,110  25,500,110 △ 3,247,000

テーマ : 糖尿病療養指導の充実と指導士取得の啓発
② 糖尿病療養指導士講演会
テーマ : 合併症は本当に怖いのか～腎症から透析まで～

（2）ICT 部会
定期講習会
テーマ : 感染対策の基礎知識
テーマ : 院内感染データの集計方法について

（3） NST・褥創部会
テーマ : NST・褥瘡に関するもの（予定）

（4）内視鏡検査部会
他職種公開講座・内視鏡検査実技講習会
テーマ : 内視鏡検査の基礎とスコープおよび関連機器操作体験
定期勉強会
テーマ : 内視鏡検査に関する臨床検査・専門技術知識習得

3. 学術部
1）献血推進への協力　（他 1）

2）障がい者に対する理解と協力　（公 2）
手話講演会

3）府民参加型健康啓発事業に関する協力　（公 1）
マタニティカーニバル、大臨技・大放技合同フォーラム、府
民健康フォーラム、がん検診フォーラム、看護の日、健康
展（吹田、摂津、豊中）、HIV 予防啓発、全国検査と健康展
予防啓発事業の推進　（公 1）
HIV 予防啓発、全国検査と健康展

3. 精度管理部　（公 3）
1）臨床検査データ標準化サーベイ
新鮮血を材料としたサーベイを実施することにより施設間差
是正を推進するとともに精度保証施設認証の取得を目指す

2）精度管理講習会
精度管理に対し正しい知識、技術を習得するための勉強会
を実施する。また、「統計検体 2級」取得を目的とした講習
会を複数回（予定）開催する。
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免疫化学検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 高 﨑 　 匡 自宅会員
副 責 任 者 山 本 憲 司 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
会 計 山 中 良 之 岸和田徳洲会病院 0 7 2 - 4 4 5 - 7 2 5 7
委 員 上 野 信 弥 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 2

石 田 繁 則 森之宮病院 0 6 - 6 9 6 9 - 9 6 2 4
繁 　 正 志 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 3 - 1 2 2 1
坂 東 雅 彦 大阪中央病院 0 6 - 4 7 9 5 - 5 5 0 5
川 原 宏 惠 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 1
上 原 久 美 子 西宮渡辺心臓・血管センター 0 7 9 8 - 3 6 - 1 8 8 0
林 　 智 弘 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
大 浦 綾 子 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 1
井 尻 健 太 郎 淀川キリスト教病院 0 1 2 0 - 3 6 4 - 4 8 9
鈴 木 裕 介 大阪府済生会野江病院 0 6 - 6 9 3 2 - 0 4 0 1
米 本 圭 祐 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1
吉 本 　 茂 株式会社ビー・エム・エル 0 6 - 6 3 5 9 - 6 4 1 7
藤 原 明 寛 国立循環器病研究センター 0 6 - 6 8 3 3 - 5 0 1 2

生理検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 川 﨑 俊 博 西宮渡辺心臓・血管センター 0 7 9 8 - 3 6 - 1 8 8 0
副 責 任 者 山 内 一 浩 市立豊中病院 0 6 - 6 8 5 8 - 3 6 0 4

山 﨑 功 次 馬場記念病院 0 7 2 - 2 6 5 - 9 1 9 4
六 尾 　 哲 市立岸和田市民病院 0 7 2 - 4 4 5 - 1 0 0 0

会 計 大 草 路 子 大阪歯科大学附属病院 0 6 - 6 9 1 0 - 1 0 8 0
寺 西 ふ み 子 八尾市立病院 0 7 2 - 9 2 2 - 0 8 8 1

委 員 山 崎 正 之 大阪府済生会中津病院 0 6 - 6 3 7 2 - 0 3 3 3
有 馬 隆 幸 大阪府済生会野江病院 0 6 - 6 9 3 2 - 0 4 0 1
子 甫 　 徹 馬場記念病院 0 7 2 - 2 6 5 - 9 1 9 4
齊 藤 直 輝 市立豊中病院 0 6 - 6 8 5 8 - 3 6 0 4
押 谷 靖 子 大阪回生病院 0 6 - 6 3 9 3 - 6 2 3 4
堂 前 有 加 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 8
山 下 依 未 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 8
鳥 井 武 典 市立岸和田市民病院 0 7 2 - 4 4 5 - 1 0 0 0
堀 家 由 貴 大阪府済生会中津病院 0 6 - 6 3 7 2 - 0 3 3 3
堀 江 夏 実 関西医科大学附属病院 0 7 2 - 8 0 4 - 0 1 0 1
森 田 智 宏 大阪市立総合医療センター 0 6 - 6 9 2 9 - 1 2 2 1
蛭 子 知 香 大阪市立総合医療センター 0 6 - 6 9 2 9 - 1 2 2 1
吉 永 仁 香 大阪府済生会中津病院 0 6 - 6 3 7 2 - 0 3 3 3
森 本 　 幸 北野病院 0 6 - 6 3 1 2 - 1 2 2 1
藤 田 光 太 郎 大阪府済生会野江病院 0 6 - 6 9 3 2 - 0 4 0 1

病理細胞検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 小 椋 聖 子 大阪府済生会野江病院 0 6 - 6 9 3 2 - 0 7 9 3
副 責 任 者 横 田 裕 香 大阪市立総合医療センター 0 6 - 6 9 2 9 - 1 2 2 1
会 計 佐 々 木 伸 也 堺市立総合医療センター 0 7 2 - 2 7 2 - 1 1 9 9
副 会 計 中 川 菊 一 大阪国際がんセンター 0 6 - 6 9 4 5 - 1 1 8 1
委 員 今 村 大 輔 住友病院 0 6 - 6 4 4 3 - 1 2 6 1

三 原 勝 利 JCHO 星ヶ丘医療センター 0 7 2 - 8 4 0 - 2 6 4 1
宇 津 野 美 弥 子 南大阪病院 0 6 - 6 6 8 5 - 0 2 2 1
田 口 雅 子 北野病院 0 6 - 6 1 3 1 - 2 8 3 1
棚 田 　 諭 大阪国際がんセンター 0 6 - 6 9 4 5 - 1 1 8 1
和 田 恭 典 大阪赤十字病院 0 6 - 6 7 7 4 - 5 1 1 1
岡 部 美 由 紀 大阪労災病院 0 7 2 - 2 5 2 - 3 5 6 1
中 辻 果 林 日生病院 0 6 - 6 5 4 3 - 3 5 8 1
宇 仁 和 将 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 2 5
大 仲 知 子 岸和田徳洲会病院 0 7 2 - 4 4 5 - 9 8 0 6

一般検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 吉 永 治 代 株式会社エスアールエル 0 7 2 - 2 9 6 - 7 2 1 2
副 責 任 者 小 林 　 渉 大阪大学医学部附属病院 0 6 - 6 8 7 9 - 6 6 3 6

滝 沢 恵 津 子 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 3
会 計 野 崎 聖 恵 長吉総合病院 0 6 - 6 7 0 9 - 0 3 0 1

平成30年度 大阪府臨床検査技師会 学術部各部委員名簿
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一般検査部門（続き）
役名 氏名 所属施設名 電話番号

会 計 上 北 宏 美 関西医療大学保健医療学部 0 7 2 - 4 5 3 - 8 2 5 1
委 員 堀 田 真 希 大阪大学医学部附属病院 0 6 - 6 8 7 9 - 6 6 3 6

阿 尾 浩 子 ベルクリニック 0 7 2 - 2 2 4 - 7 2 9 8
黒 田 亜 里 沙 住友病院 0 6 - 6 4 4 3 - 1 2 6 1
中 島 大 佑 ベルランド総合病院 0 7 2 - 2 3 4 - 2 0 0 1
荒 田 紗 和 国立循環器病研究センター 0 6 - 6 8 3 3 - 5 0 1 2
尾 崎 恵 美 関西医科大学総合医療センター 0 6 - 6 9 9 2 - 1 0 0 1
山 田 ゆ き の 大阪赤十字病院 0 6 - 6 7 7 4 - 5 1 1 1

血液検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 吉 川 慎 一 吹田市民病院 0 6 - 6 3 8 7 - 3 3 1 1
副 責 任 者 今 井 重 良 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 6

多 川 　 弘 長吉総合病院 0 6 - 6 7 0 9 - 0 3 0 1
会 計 新 山 義 和 株式会社ファルコバイオシステムズ 0 7 7 4 - 4 6 - 1 0 1 0
副 会 計 西 尾 勇 佑 関西医科大学附属病院 0 7 2 - 8 0 4 - 0 1 0 1
委 員 中 村 恒 仁 大阪府済生会中津病院 0 6 - 6 3 7 2 - 0 6 7 5

久 保 田 　 浩 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 6
塩 崎 尚 子 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
吉 冨 一 恵 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1
稲 田 　 孝 JCHO京都鞍馬口医療センター 0 7 5 - 4 4 1 - 6 1 0 1
米 本 隆 浩 りんくう総合医療センター 0 7 2 - 4 6 9 - 3 1 1 1
田 中 秀 磨 大阪はびきの医療センター 0 7 2 - 9 5 7 - 2 1 2 1
中 藤 裕 子 大阪赤十字病院 0 6 - 6 7 7 4 - 5 1 1 1
荒 金 裕 貴 住友病院 0 6 - 6 4 4 3 - 1 2 6 1
西 原 佑 昇 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
森 田 一 馬 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 3 - 1 2 2 1
桝 谷 亮 太 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 3 - 1 2 2 1
大 川 洋 毅 株式会社エスアールエル医真会八尾総合病院 0 7 2 - 9 2 0 - 2 0 1 7
鈴 木 優 之 市立ひらかた病院 0 7 2 - 8 4 7 - 2 8 2 1

微生物検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 仁 木 　 誠 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 3
副 責 任 者 佐 子 　 肇 刀根山病院 0 6 - 6 8 5 3 - 2 0 0 1

志 村 敏 史 大手前病院 0 6 - 6 9 4 1 - 0 4 8 4
大 瀧 博 文 関西医療大学保健医療学部 0 7 2 - 4 5 3 - 8 2 5 1

会 計 小 林 由 佳 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 3
委 員 有 村 泰 晃 大阪警察病院 0 6 - 6 7 7 1 - 6 0 5 1

畑 　 諒 祐 大阪赤十字病院 0 6 - 6 7 7 4 - 5 1 1 1
木 村 圭 吾 大阪大学医学部附属病院 0 6 - 6 8 7 9 - 6 6 8 0
大 友 志 伸 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
前 田 和 樹 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1
小 川 将 史 関西医科大学附属病院 0 7 2 - 8 0 4 - 0 1 0 1
古 垣 内 美 智 子 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1
黒 田 亜 里 沙 住友病院 0 6 - 6 4 4 3 - 1 2 6 1
米 本 玲 香 PL病院 0 7 2 - 1 2 3 - 7 8 0 4
平 田 舞 花 大阪市立総合医療センター 0 6 - 6 9 2 9 - 3 4 1 8

輸血検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 清 川 知 子 大阪大学医学部附属病院 0 6 - 6 8 7 9 - 5 8 8 1
副 責 任 者 藤 野 惠 三 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 9 0

深 田 恵 利 奈 大阪府済生会中津病院 0 6 - 6 3 7 2 - 0 6 7 5
会 計 平 島 瑞 子 日本赤十字社近畿ブロック血液センター 0 7 2 - 6 4 3 - 1 6 9 2
委 員 金 光 　 靖 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1

大 西 修 司 関西医科大学附属病院 0 7 2 - 8 0 4 - 0 1 0 1
志 磨 美 緒 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 5 2 8
阿 部 　 操 関西医科大学附属病院 0 7 2 - 8 0 4 - 0 1 0 1
藤 田 往 子 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1
三 平 り さ 府中病院 0 7 2 5 - 4 0 - 2 1 6 2
平 松 潔 子 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 5 2 8
小 林 　 茜 大阪急性期・総合医療センター 0 6 - 6 6 9 2 - 1 2 0 1
松 本 有 紀 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 9 0
中 山 有 香 日本赤十字社近畿ブロック血液センター 0 7 2 - 6 4 3 - 1 6 9 2
服 部 麻 美 岸和田徳洲会病院 0 7 2 - 4 4 5 - 7 2 5 7
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検体管理システム部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 関 　 昌 尚 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 0 7 5
副 責 任 者 西 原 佑 昇 松下記念病院 0 6 - 6 9 9 2 - 1 2 3 1

山 下 　 亘 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 0 3
大 江 泰 浩 ＪＲ西日本健康増進センター 0 6 - 6 3 7 4 - 5 1 4 5

会 計 大 比 良 ひ と み 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 0 7 5
委 員 真 鍋 史 朗 大阪大学医学部附属病院医療情報部 0 6 - 6 8 7 9 - 5 9 0 0

山 六 紀 彦 株式会社ＬＳＩメディエンス
遠 藤 升 蔵 株式会社エスアールエル 0 7 5 - 5 9 5 - 5 2 4 1
佐 藤 宏 美 大阪メディカルラボラトリー 0 7 2 - 2 4 5 - 3 6 3 8
尾 﨑 幸 雄 大阪市立総合医療センター 0 6 - 6 9 2 9 - 1 2 2 1
角 田 昌 子 小阪産病院 0 6 - 6 7 2 2 - 4 7 7 1
竹 村 真 俊 JCHO大阪みなと中央病院 0 6 - 6 4 4 1 - 5 4 5 1
髙 橋 義 弘 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 0 7 5
坂 井 　 藍 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 4 - 6 0 7 5
岡 本 真 歩 ＪＲ西日本健康増進センター 0 6 - 6 3 7 4 - 5 1 4 5

緊急検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責 任 者 濱 田 宏 輝 大阪府三島救命救急センター 0 7 2 - 6 8 3 - 9 9 1 1
副 責 任 者 津 田 喜 裕 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1
会 計 藪 　 圭 介 枚方公済病院 0 7 2 - 8 5 8 - 8 2 3 3
委 員 福 岡 京 子 りんくう総合医療センター 0 7 2 - 4 6 9 - 3 1 1 1

竹 下 　 仁 大阪府三島救命救急センター 0 7 2 - 6 8 3 - 9 9 1 1
福 田 篤 久 自宅会員
櫛 引 健 一 和泉市立病院 0 7 2 - 5 4 1 - 1 3 3 1
前 田 岳 宏 近畿大学医学部附属病院 0 7 2 - 3 6 6 - 0 2 2 1

遺伝子検査部門
役名 氏名 所属施設名 電話番号

責任者・会計 山 本 章 史 大阪国際がんセンター 0 6 - 6 9 4 5 - 1 1 8 1
副 責 任 者 森 　 誠 司 森ノ宮医療大学 0 6 - 4 7 0 3 - 5 8 1 6
会 計 富 岡 篤 史 大阪国際がんセンター 0 6 - 6 9 4 5 - 1 1 8 1
委 員 桝 谷 亮 太 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 3 - 1 2 2 1

藤 井 一 貴 ニットーボーメディカル株式会社 0 6 - 6 2 0 8 - 4 9 5 7
能 瀬 衣 沙 子 大阪医科大学附属病院 0 7 2 - 6 8 3 - 1 2 2 1
武 村 和 哉 大阪市立大学医学部附属病院 0 6 - 6 6 4 5 - 2 2 1 2

会 計 部 総務庶務部

財 務 局 事 務 局

広報編集部 学 術 部

免疫化学検査部門

生理検査部門

病理細胞検査部門

一般検査部門

血液検査部門

微生物検査部門

輸血検査部門

検体管理システム部門

緊急検査部門

遺伝子検査部門

理 事 会

会 長

総 会

渉 外 部 組 織 部

地 区

事 業 局

監 事

精度管理部

北 地 区

中 央 地 区

南 地 区

チーム医療部門

糖尿病療養指導部会

NST・褥瘡部会

I C T 部 会

内視鏡検査部会

公益社団法人 大阪府臨床検査技師会
組織図

（平成30年4月現在）
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■ ！重要！なお知らせ　　「大臨技会員資格」について
※大臨技会員になるには、下記の条件を必要としますので、必ずご確認ください。

■ 平成30年度「年会費」納入について
日臨技・大臨技の両方に入会されている方と、大臨技のみに入会されている方とでは会費の金額や納入方法が違いますので、ご注意ください。
※【重要】 詳細は、大臨技ホームページをご確認ください。
日臨技・大臨技の両方に入会されている方は、日臨技へお問合せください。
1. 日臨技および大臨技に入会されている方

日臨技年会費10,000円と大臨技年会費5,000円を合算した15,000円が、2018年2月27日もしくは3月27日に日臨技に登録の口座から
残高不足により自動引き落としされていない場合は、日臨技へお問い合わせのうえ、ご対応ください。

2. 大臨技のみに入会されている方
郵便局に備付の「払込取扱票」（白地に青枠の用紙）に必要事項を記入し、大臨技年会費5,000円をお振込みください。
※2018年3月31日（必着）までに会費を納入されましたら、平成30年度大臨技会員証を4月末頃に発送いたします。4月以降に納入された
場合は7月末頃に発送いたします。

3. 平成30年度より、大臨技のみ会員から日臨技にも入会される方
詳細は日臨技へお問い合わせのうえ、ご対応ください。

4. 重複会員について
詳細は、当会事務所までお問い合わせください。

■ 平成29年度大臨技会員証について
*第1回目の発送（3月末迄に年会費を納入された方）は、4月末頃を予定しています。4月中の講習会参加時は、平成29年度会員証の提示は有効
です。
*第2回目の発送（4月～6月末迄に年会費を納入された方）は、7月末頃を予定しています。
*第3回目の発送（7月～9月末迄に年会費を納入された方）は、10月末頃を予定しています。
※会員証が届くまでの間に勉強会等に参加される場合は、会費をお振込みされた時の受領証を会員証代わりにご使用ください。
日臨技にも入会されている方は、日臨技ホームページの「会員専用ページ」から領収証を発行できますので、その領収証をご使用ください。

■ 会員証の再発行について
紛失等により再発行を希望される場合は、大臨技ホームページより「大臨技会員証再発行申請書」をダウンロードし必要事項を記入のうえ、
大臨技事務所に届けると共に、再発行費500円を郵便局より納入してください。申請書と再発行費の入金確認後、発行します。再発行日程
は、会員証発行日程に準じます。10月以降に申請された場合は、「会員登録証明ハガキ」を会員証の代わりといたします。

■ 臨床検査技師免許申請中の新入会員の方へ
臨床検査技師免許の取得後、速やかに大臨技ホームページより「臨床検査技師免許証番号 届出書」をダウンロードし、必要事項を記入のうえ、
当会事務所まで提出してください。届出後、正会員として正式登録いたします。
※【重要】 届出が無い場合は、平成31年3月31日付けで除籍扱いとなります。

■ 施設・技師会・住所等の変更について
所属施設や所属技師会の変更、転居による住所の変更などが生じた場合、速やかに大臨技ホームページより「会員異動届」「施設登録用紙」を
ダウンロードし、必要事項を記入のうえ、速やかに当会事務所まで提出してください。日臨技にも入会されている方は、日臨技ホームページの
「会員専用ページ」にて、ご自身で変更していただけます。送付先が不明な場合、大臨技ニュース等の送付物を送付できなくなります。

■ 大臨技退会申請について
大臨技ホームページより「退会届」をダウンロードし、必要事項を記入の上、大臨技事務所まで提出してください。
※【重要】日臨技・大臨技の両方を退会される方は、日臨技ホームページの「会員専用ページ」にて日臨技と大臨技の両方を同時に退会処理
してください。日臨技だけを退会処理しても、大臨技も同時退会した事にはなりませんのでご注意ください。
※日臨技にも入会されている方について、4月以降に退会された場合、口座引落しされた平成30年度年会費は返金されませんので、必ず
2018年3月31日までに退会申請してください。

質問・ご不明な点がございましたら、当会事務所までご連絡ください。

当会は日臨技と大臨技の両会への入会を推奨します！
会員の皆様に対し、大臨技は身近な教育により、日臨技は学会や認定技師制度などを通じ、

それぞれの立場から人材育成や職域拡大の役割を担います。

大臨技事務局からのお知らせ

第3章　会員
（会員の資格）
第3条 この会の正会員は、原則として大阪府内の施設に勤務するか、もしくは大阪府を現住所とする。

2 この会以外の都道府県臨床（衛生）検査技師会に所属する者が、この会へ重複して入会を希望した場合、この会の
正会員となることができる。

（「公益社団法人 大阪府臨床検査技師会　組織運営規程」より抜粋）
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皆さんのご意見、情報等お待ちしております。
FAX:06-6763-5653　E-mail:webmaster@osaka-amt.or.jp 

郵送の場合は大臨技事務所までご送付ください。

平成30年5月号の原稿〆切は3月31日（土）、6月号は5月1日（火）です。

開催行事予告編　詳細は次号に掲載いたします。

事業名 /日時・会場 内容 評価点 参加費

【事前申込み制】 1. ABO血液型　Rh血液型
抗体スクリーニング・同定　　
交差適合試験

輸血検査部門　輸血基礎実技講習会 2.
専門-20

会員5,000円　
非会員10,000円平成30年6月3日（日） 9:00～17:30 3.

大阪市立大学医学部5階 生化学実習室 申込み要領等、詳細は次号にて案内

平成29年度　第12回（2月8日）開催分
1. 会員増に伴う大臨技ニュースの発行部数を検討し、4,300部から増刷し4,400～4,500部で発行することを決議した。
2. 平成29年度から各部事業会計について半期決算（４～9月）の確認を実施しており、これを基に平成30年度事業予算
案を作成、3月の理事会で決議することとなった。
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Ⅰ

日 1 1 日

Ⅰ

月 2 2 1 月
火 3 1 3 心エコー読影講座 2 心エコー読影講座 1 元旦 火
水 4 2 4 1 3 2 水
木 5 血液形態セミナー・

シニアコース 3 憲法記念日 5 血液形態セミナー・
シニアコース 2 血液形態セミナー・

シニアコース 4 血液形態セミナー・
シニアコース 1 血液形態セミナー・

シニアコース 3 木

金 6 4 みどりの日 1 血液形態セミナー・
ジュニアコース② 6 血液形態セミナー・

ジュニアコース⑧ 3 5 実践血管エコー 2 実践血管エコー 4 1 1 金

土 7 5 こどもの日 2 7 遺伝子検査部門
講演会（仮） 4 1 6 一般検査セミナーⅠ

（予定） 3 文化の日
検査と健康展 in大阪2018 1 第58回日臨技近畿

支部医学検査学会 5 2 検体管理システム部門
実技講習会 2 一般検査セミナーⅡ

（予定） 土

Ⅱ

日 8 6 3 輸血学基礎実技 8 血液形態セミナー・
ジュニアコース⑨⑩ 5 第9回血管エコー

実技研修会 2 7 第15回心エコー実技
研修会 4 2 第58回日臨技近畿

支部医学検査学会 6 3 大臨技一般検査
フォーラム（予定） 3 輸血セミナー2019 日

Ⅱ

病理検査部門
細胞診定期講習会

体育の日
第15回心エコー実技
研修会

月 9 7 4 9 6 3 8 5 3 7 4 4 月

火 10 8 5 心エコー読影講座 10 7 心エコー読影講座 4 心エコー読影講座 9 6 心エコー読影講座 4 心エコー読影講座 8 5 5 火
水 11 9 6 血液形態セミナー・

シニアコース 11 一般検査基礎講習会⑤ 8 5 10 7 5 9 6 6 水

免疫化学部門
定期講習会

免疫化学部門
定期講習会

微生物検査部門
基礎講習会

免疫化学部門
定期講習会

血液形態セミナー・
シニアコース

免疫化学部門
定期講習会

免疫化学部門
定期講習会

血液形態セミナー・
シニアコース
免疫化学部門
定期講習会

血液形態セミナー・
シニアコース
免疫化学部門
定期講習会

血液形態セミナー・
シニアコース木 12 10 7 12 9 6 11 8 6 10 7 7 木

金 13 11 心電図判読講座① 8 血液形態セミナー・
ジュニアコース③ 13 心電図判読講座⑤ 10 実践腹部エコー 7 実践血管エコー 12 9 7 11 8 8 金

血液検査部門
特別講演会①

看護フェスタ
おおさか2018
第67回日本医学検査
学会

微生物検査部門
基礎実技講習会

血液検査部門
特別講演会②

細胞検査士資格試験
一次フォト模擬試験

（予定）
血液検査部門
特別講演会③ 

遺伝子検査部門
講習会_実習編

検体管理システム部門
実技講習会14 12 9 14 11 山の日 8 13 10 8 12 9 9 土

Ⅲ

第8回腹部エコー
実技研修会
微生物検査部門
基礎実技講習会

輸血学中級実技

Ⅲ

日 15 13 第67回日本医学検査
学会 10 15 12 9 14 11 9 13 10 10 日

病理検査部門
細胞診定期講習会

海の日
第31回糖尿病療養
指導士講演会
微生物検査部門
基礎実技講習会

病理検査部門
細胞診定期講習会月 16 14 11 16 13 10 15 12 10 14 成人の日 11 建国記念の日 11 月

火 17 糖尿病療法指導部会
定例勉強会 15 12 免疫化学部門

定期講習会 17 14 11 16 13 11 15 12 12 火
水 18 16 一般検査基礎講習会① 13 一般検査基礎講習会③ 18 15 12 17 14 12 16 13 13 水
木 19 生理検査部門

定期講習会 17 生理検査部門
定期講習会 14 微生物検査部門

基礎講習会 19 16 13 免疫化学部門
定期講習会 18 生理検査部門

定期講習会 15 生理検査部門
定期講習会 13 17 生理検査部門

定期講習会 14 免疫化学部門
定期講習会 14 木

金 20 一般検査部門　
基礎の基礎講習会 18 15 心電図判読講座③ 20 17 14 19 実践血管エコー 16 14 18 15 15 金

免疫化学部門
特別講習会（予定）

検体管理システム部門
研修会 輸血研修会Ⅰ

検体管理システム部門
特別講演会
輸血研修会Ⅱ

大臨技・大放技 
合同フォーラム土 21 19 16 21 18 夏季献血推進活動 15 20 17 15 19 16 冬季献血推進活動 16 土

Ⅳ

血液形態セミナー・
ジュニアコース④⑤
病理技術ジュニア
講習会（予定）

Ⅳ

日 22 輸血検査部門
輸血学基礎講座 20 17 22 19 16 21 18 16 20 17 第33回大阪病理技術

研究会（予定） 17 日

月 23 病理検査部門
細胞診定期講習会 21 病理検査部門

細胞診定期講習会 18 細胞診定期講習会 23 20 17 敬老の日 22 19 17 21 18 18 月
糖尿病療養指導部会
定例勉強会
学術部会

糖尿病療法指導部会
定例勉強会

糖尿病療法指導部会
定例勉強会火 24 学術部会 22 19 24 21 学術部会 18 23 20 18 22 19 19 火

水 25 23 20 25 一般検査基礎講習会⑥ 22 19 24 21 19 23 20 20 水
微生物検査部門
定期講習会

微生物検査部門
定期講習会

生理検査部門 定期講習会
微生物検査部門 基礎講習会
大臨技定期総会　

微生物検査部門
定期講習会

微生物検査部門
定期講習会

微生物検査部門
定期講習会木 26 24 21 26 23 20 25 22 20 24 21 21 春分の日 木

金 27 25 心電図判読講座② 22 血液形態セミナー・
ジュニアコース⑥ 27 実践腹部エコー 24 実践腹部エコー 21 実践血管エコー 26 23 勤労感謝の日 21 緊急検査部門

第3回定期講演会 25 22 22 金
マタニティカーニバル2018
血液形態セミナー・
ジュニアコース①

緊急検査部門
第1回定期講演会

中央地区地域
オープンセミナー

検体管理システム部門
実技講習会土 28 26 23 28 25 22 27 24 22 26 23 23 土

Ⅴ

日 29 昭和の日 27 マタニティカーニバル2018 24 29 26 23 秋分の日 28 25 23 天皇誕生日 27 24 24 日

Ⅴ

月 30 振替休日 28 25 30 27 24 振替休日 29 27 24 振替休日 28 25 25 月
火 29 26 31 28 25 30 26 25 29 26 26 火
水 30 一般検査基礎講習会② 27 一般検査基礎講習会④ 29 26 31 28 26 30 27 27 水
木 31 28 微生物検査部門

定期講習会 30 27 微生物検査部門
定期講習会 29 27 31 28 微生物検査部門

定期講習会 28 木
心電図判読講座④
血液形態セミナー・
ジュニアコース⑦

金 29 31 28 実践血管エコー 30 28 29 金

土 30 28 緊急検査部門
第2回定期講演会 29 30 土

Ⅵ 日 29 30 31 日 Ⅵ月 30 31 月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2019/1月 2019/2月 2019/3月

Event Schedule Table 平成30年度 大臨技 行事予定表 ※行事は予定ですので、変更することがあります。


